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令和４年 ９月 ７日（水曜日） 

○議事日程（第２号） 

令和４年９月７日（水）午前１０時００分開議 

日程第 １ 議案第２４号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

を制定することについて 

日程第 ２ 議案第２５号 一般職の職員の給与等に関する条例及び東庄町会計年

度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例を制定することについて 

日程第 ３ 議案第２６号 東庄町過疎地域における固定資産税の課税免除に関す

る条例の一部を改正する条例を制定することについて 

日程第 ４ 議案第２７号 財産の無償貸付について 

日程第 ５ 議案第２８号 千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の

数の増加及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部改

正に関する協議について 

日程第 ６ 議案第２９号 令和４年度東庄町一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ７ 議案第３０号 令和４年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号） 

日程第 ８ 議案第３１号 令和４年度東庄町訪問看護ステーション特別会計補正

予算（第１号） 

日程第 ９ 議案第３２号 令和４年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第１０ 認定第 １号 令和３年度東庄町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１１ 認定第 ２号 令和３年度東庄町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第１２ 認定第 ３号 令和３年度東庄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について 

日程第１３ 認定第 ４号 令和３年度東庄町食肉センター特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第１４ 認定第 ５号 令和３年度東庄町訪問看護ステーション特別会計歳入

歳出決算認定について 

日程第１５ 認定第 ６号 令和３年度東庄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
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について 

日程第１６ 認定第 ７号 令和３年度東庄町水道事業会計剰余金の処分及び決算

認定について 

日程第１７ 認定第 ８号 令和３年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計決算

認定について 

日程第１８ 休会の件 

○本日の会議に付した案件 

 議事日程のとおり 

○出席議員（１２名） 
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           ９番 城之内 一 男 君 
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    町 長 岩 田 利 雄 君 
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    監 査 委 員 平 山   茂 君 
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    企画財政担当課長 加 瀬 博 子 君 

    町 民 課 長 香 取 康 成 君 
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    健 康 福 祉 課 長 布 施 光 規 君 
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○出席事務局員（３名） 

    事 務 局 長 伊 藤 雅 晃 

    次 長 堀 江 香 澄 

    主 査 髙 橋 大 助 
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（午前１０時００分 開議） 

議長（宮澤 健君） 

 おはようございます。ただいまの出席議員は１２名です。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程第１、議案第２４号、職員の育児休業等に関する事例の一部を改正する条例

を制定することについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第２４号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

を制定することについての提案理由を申し上げます。 

 今回の改正は、令和４年６月１７日に育児休業の取得回数制限の緩和等に関して

の人事院規則が公布され、１０月１日から施行されることに伴い、本町においても

国家公務員と同様の措置を講ずべく、職員の育児休業等に関する条例について所要

の改正を行うものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。 

 ご審議の上、可決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 それでは、議案第２４号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

の改正内容につきまして、ご説明いたします。 

 議案書の１６ページをお願いします。１９ページまでが改正条例となります。 

 国家公務員に係る妊娠、出産、育児等との仕事の両立の支援のために講じる措置

として、令和４年６月１７日に育児休業の取得回数制限の緩和等に関しての人事院

規則及び人事院運用通知が公布、発出され、同年１０月１日から施行されることと
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なりました。 

 本案は、地方公務員法第２４条第４項の均衡の原則に基づき、本町においても国 

家公務員と同様の措置を講ずべく育児休業の取得回数の緩和及び非常勤職員の育児

休業の取得要件について柔軟化するめの改正を行うものとなっております。 

 参考資料の１ページをお願いいたします。 

 まず、第２条第３号、ア（ア）については、非常勤職員の子の出生後８週間以内

の育児休業の要件を緩和するための改正となります。 

 この改正により、子の出生日から起算して８週間と６月を経過する日までの任期

のある非常勤職員は、子の出生後８週間以内の育児休業が可能となります。 

 次に、第２条第３号イについてでございますが、２ページにかけての改正案をご

覧ください。 

 非常勤職員の子が１歳以上の期間における育児休業の取得要件を確認しない場合

の要件を定める規定を設ける改正となります。 

 次に、第２条３の第３号の改正ですが、非常勤職員の育児休業の対象期間の上限

を子が１歳６ヶ月を到達す日とする要件について、夫婦交替での取得や特別な事情

がある場合の柔軟な取得を可能とする規定を整備するものでございます。 

 ４ページをお願いします。 

 次に、第２条の４では、非常勤職員の育児休業の対象期間の上限を、子が２歳に

達する日とする要件について、夫婦交替での取得や特別な事情がある場合の柔軟な

取得を可能とする規定を整備するものです。 

 ５ページをお願いします。 

 次に、第２条の５については、第３条の２への規定位置を移動いたします。 

 次に、第３条の改正ですが、第５号の削除につきましては、育児休業の取得回数

が緩和されたことに伴い、再度の育児休業取得に係る特別な事情に関し、育児休業

等計画書により申し出た場合の再度取得に係る規定、こちらを削除するものでござ

います。 

 また、第８号につきましては、第７号に繰り上げ、任期を定めて採用された職員

の任期の更新があった場合の規定を整備するものでございます。 

 ６ページをお願いします。 

 最後に、第１０条第６号の改正は、第３条において育児休業等計画書により申し
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出た場合の再度取得に係る規定が削除されたことに伴い、育児休業等計画書を育児

短時間勤務計画書に改正するものでございます。 

 なお、育児短時間勤務計画書の様式は、国の様式に準じて別に定めることになり

ます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。議案第２４号、職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例を制定することについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

 日程第２、議案第２５号、一般職の職員の給与等に関する条例及び東庄町会計年

度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を制定すること

についてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 
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 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 議案第２５号、一般職の職員の給与等に関する条例及び東庄町会計年度任用職員

の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を制定することについてに

つきまして、提案理由を申し上げます。 

 本条例は、令和６年度開設予定の介護医療院の運営に向け、看護補助者が夜間の

看護業務に従事することを可能とするため、一般職の職員及び会計年度任用職員の

給与条例の特殊勤務手当の規定について、所要の改正を行うものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可

決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 それでは、議案第２５号、一般職の職員の給与等に関する条例及び東庄町会計年

度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の内容について

ご説明申し上げます。 

 議案書の２１ページをお願いします。 

 本改正条例は、２条立てとなっております。 

 改正条例第１条で、一般職の職員の給与等に関する条例、第２条で、東庄町会計

年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例について改正しております。 

 令和６年度開設予定の介護医療院の運営に向け、看護補助者が夜間の業務に従事

することを可能とするため、看護補助者についても看護師、准看護師と同様に夜間

看護手当の支給対象とするため、所要の改正を行うものでございます。 

 参考資料の７ページをご覧ください。 

 改正条例、第１条において、一般職の職員の給与等に関する条例、別表第６の改

正でございますが、夜間看護手当の支給条件に看護補助者の職名を追加するもので

あります。 

 参考資料８ページをご覧ください。 

 改正条例第２条は、改正条例第１条において一般職の職員の給与等に関する条例、

別表第６に看護補助者が夜間看護手当の支給対象として規定されたことに伴う改定
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となります。 

 準用している会計年度任用職員の特殊勤務手当の規定の改正を行うもので、東庄

町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例第１４条後段及び第１８条後

段の夜間看護手当の読替規定について、それぞれ削除するものでございます。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 ８番、大網正敏君。 

８番（大網正敏君） 

 少し教えてもらいたいんですけれども、看護補助者、これは具体的にどのような

方を指しているのかお伺いします。 

議長（宮澤 健君） 

 病院事務長、渡辺佳則君。 

病院事務長（渡辺佳則君） 

 お答えいたします。看護補助者の関係は、６月の定例議会で給与関係を審議して

いただいて、可決いただいたんですけれども、実際には看護師業務以外で患者さん

を診るための、分かりやすくいうとヘルパーさん近い形の業務を行う方になります。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 ８番、大網正敏君。 

８番（大網正敏君） 

 そうすると、ヘルパーさんということで、資格とかそういうのは必要ないという

ことでよろしいですか。 

議長（宮澤 健君） 

 病院事務長、渡辺佳則君。 

病院事務長（渡辺佳則君） 

 特に資格は必要ないのですが、これから採用する予定の方については、そういう

資格を持っている方を優先的に考えております。 

 以上です。 

議長（宮澤 健君） 
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 他にありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。議案第２５号、一般職の職員の給与等に関する条例及

び東庄町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

を制定することについてを採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２５号は原案のとおり可決されました。 

 日程第３、議案第２６号、東庄町過疎地域における固定資産税の課税免除に関す

る条例の一部を改正する条例を制定することについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第２６号、東庄町過疎地域における固定資産税の課税免除に関す

る条例の一部を改正する条例を制定することにつきまして、提案理由を申し上げま

す。 

 租税特別措置法、租税特別措置法施行令が令和４年４月１日に改正されたことに

伴い、租税特別措置法等を引用する東庄町過疎地域における固定資産税の課税免除
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に関する条例の一部を改正する必要が生じました。 

 詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決くだ

さいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 町民課長、香取康成君。 

町民課長（香取康成君） 

 それでは、議案第２６号、東庄町過疎地域における固定資産税の課税免除に関す

る条例の一部を改正する条例の内容について、ご説明申し上げます。 

 議案書の２３ページをお願いいたします。 

 今回の改正は、根拠法令の改正に伴う条、項、号の改正になります。 

 恐れ入りますが、改正の内容につきましては、参考資料により説明いたしますの

で、参考資料の９ページをお願いいたします。 

 新旧対照表の左側の改正案によりご説明申し上げます。 

 まず、第１条の改正は、文言を加える規定の整備となります。 

 次に、第２条の改正は、根拠法令の改正に伴う条、項の改正と省令の改正に伴う

号の追加となります。 

 続きまして、附則の説明を申し上げます。 

 申し訳ありませんが、再度、議案書の２３ページにお戻り願います。 

 この条例は、公布の日から施行するものといたします。 

 以上で内容の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 
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 これから採決を行います。議案第２６号、東庄町過疎地域における固定資産税の

課税免除に関する条例の一部を改正する条例を制定することについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２６号は原案のとおり可決されました。 

 日程第４、議案第２７号、財産の無償貸付についてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第２７号、財産の無償貸付について提案理由を申し上げます。 

 令和２年３月に閉校となりました小学校の跡地利活用について、事業の公募を行

っておりましたが、旧東城小学校利活用の提案を行った３事業者のうち一般社団法

人国際ドローン協会が優先交渉者に選定されました。 

 本事業は、事業者に土地及び建物を無償貸付をして行うものであり、地方自治法

第９６条第１項第６号の規定により、議会の議決が必要となるため、提案させてい

ただくものでございます。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 議案第２７号、財産の無償貸付について内容の説明を申し上げます。 

 町長の提案理由にもございましたように令和２年３月末に閉校となりました小学

校の跡地利活用については、民間企業と協力、連携が重要と考え、事業内容も含め

て公募を行ってまいりました。 
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 この結果、旧東城小学校利活用の事業提案を行った一般社団法人国際ドローン協

会が６月に優先交渉権者に選定されたところであります。 

 その後、７月に町議会全員協議会へのプレゼンテーションを、また８月１８日に

は住民説明会を開催し、事業内容などの説明を行い、ご了承いただいたものと考え

ております。 

 募集要項で貸し付ける土地及び建物は無償としておりますので、地方自治法第９

６条第１項第６号の規定により、議会の議決が必要となるため提案させていただく

ものでございます。 

 今回貸し付ける財産は、プール用地とプール施設を除きグラウンドを含めた土地

と校舎、体育館を含めた全ての建物となっております。 

 ２６ページに配置図を添付してございます。 

 貸付の相手方は一般社団法人国際ドローン協会、代表理事、榎本幸太郎、東京都

江東区青海２丁目７―４。 

 無償貸付の期間は貸付契約締結の日から５年間でございます。 

 契約の時期についてですが、今後、事業者との協議によりますが、来月にと考え

ております。 

 以上で財産の無償貸付についての説明を終わります。よろしくご審議をお願いい

たします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 ８番、大網正敏君。 

８番（大網正敏君） 

 またすみません、少しお聞きします。 

 校舎なんですけれども、校舎の改造、改築はどこまで認めているのかお伺いしま

す。 

議長（宮澤 健君） 

 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 校舎につきましては、改築等を要する場合には全て町との協議となっております。 

 また、契約後の返還につきましては、現状復帰というようなことになっておりま
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すが、その際、次の貸付への有利な工事等がされている場合には事業者と話合いを

しまして、そのままということもあり得ると思っております。 

 以上です。 

８番（大網正敏君） 

 ありがとうございます。 

議長（宮澤 健君） 

 他にありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。議案第２７号、財産の無償貸付についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２７号は原案のとおり可決されました。 

 日程第５、議案第２８号、千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の

数の増加及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部改正に関する協議についてを議

題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 
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 それでは、議案第２８号、千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の

数の増加及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部改正に関する協議についての提

案理由を申し上げます。 

 本案件は、千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び千

葉県市町村総合事務組合規定の変更に伴う地方自治法第２８６条第１項の規定によ

る協議でございますが、同法第２９０条の規定により議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 それでは、議案第２８号、千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の

数の増加及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部改正に関する協議についての内

容の説明を申し上げます。 

 本案は、町長の提案理由にもございましたが、千葉県市町村総合事務組合を組織

する地方公共団体の数の増加及び千葉県市町村総合事務組合規約の変更に伴う協議

でございます。 

 組合を組織する地方公共団体の数の増減、規約の変更は、地方自治法の定めによ

り、関係地方公共団体の議会の議決を経た上で関係地方公共団体との協議により定

めることとされているため、総合事務組合からの依頼により提案するものでござい

ます。 

 団体の数の増減、規約の変更の理由といたしましては、千葉県市町村総合事務組

合の組織団体以外の地方公共団体である船橋市、習志野市、八千代市、鎌ヶ谷市か

ら成る四市複合事務組合より令和５年４月１日から公平委員会に関する事務につい

て共同処理したい旨の要望があったことによります。 

 議案書の２８ページをお願いいたします。 

 千葉県市町村総合事務組合規約の改正規約でございます。 

 規約の改正内容といたしましては、事務の共同処理にあたり千葉県市町村総合事

務組合規約中、組合を組織する地方公共団体に関する規定及び共同処理する事務に
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関する共同処理する団体に関する規定について改正を行う内容となります。 

 併せて参考資料その２をご覧ください。 

 １ページから新旧対照表を記載しております。 

 別表第１の組合を組織する地方公共団体と、２ページにかけての別表第２の第３

条第１項第１１号、公平委員会に関する事務について共同処理する団体にそれぞれ

四市複合事務組合を加えるものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。議案第２８号、千葉県市町村総合事務組合を組織する

地方公共団体の数の増加及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部改正に関する協

議についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２８号は原案のとおり可決されました。 

 日程第６、議案第２９号、令和４年度東庄町一般会計補正予算（第４号）から日

程第９、議案第３２号、令和４年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第１号）ま

で、以上４案を一括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 
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議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、ただいま一括議題となりました議案第２９号から第３２号まで、一般

会計及び特別会計３件につきまして、提案理由を申し上げます。 

 初めに、議案第２９号、令和４年度一般会計補正予算（第４号）の提案理由を申

し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億９，６４９万８，０００円を

追加いたしました。歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６４億７，４９９万２，

０００円とするものでございます。 

 主な補正内容ですが、まず総務関係では、地域活性化起業人にかかる負担金及び

町議会議員補欠選挙の経費について新規で計上いたしました。 

 また、マイナンバーカード交付事業について、増額補正をしております。 

 次に、民生費関係では、住民税非課税世帯等臨時特別給付金について増額補正を

しております。 

 次に、衛生関係では、医療機関継続支援金を新規で計上いたしました。 

 次に、農林水産業関係では、新規需要米に対する補助金の増額補正をしておりま

す。 

 次に、基金関係では、財政調整基金及び公共施設整備基金への積立を新規で計上

しております。 

 その他に４月の人事異動に伴う人件費等についても補正をしております。 

 歳入につきましては、歳出に伴う国・県補助金、繰入金などを補正し、歳入が歳

出に不足する分については繰越金を補正しております。 

 続いて、議案第３０号、令和４年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）について提案理由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４４３万３，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億２１４万８，０００円とするもので

ございます。 

 この補正につきましては、職員の人事異動に伴う人件費の増額並びに調整交付金
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システム改修費及び国民健康保険税の還付に伴う償還金の増額を盛り込むものであ

ります。 

 続いて、議案第３１号、令和４年度東庄町訪問看護ステーション特別会計補正予

算（第１号）について提案理由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３万８，０００円を減額いたし

まして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２，３０１万６，０００円とする

ものでございます。 

 主な補正の内容でございますが、歳出において人件費の減額補正をするものでご

ざいます。 

 続いて、議案第３２号、令和４年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について提案理由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５，９９７万６，０００円を追加

いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億８，１２３万４，０

００円とするものでございます。 

 主な補正の内容でございますが、歳出で５款・諸支出金におきまして、過年度分

の介護給付費等の清算による国庫支出金等の返還及び一般会計の繰出金を増額補正

するものでございます。財源といたしましては、前年度繰越金をもって充てるもの

でございます。 

 以上、議案第２９号から議案第３２号までの提案理由を申し上げました。 

 詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決くだ

さいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 それでは、令和４年度東庄町一般会計補正予算（第４号）の内容について説明さ

せていただきます。 

 それでは、歳出予算から申し上げますので、恐れ入ります、議案書の３７ページ

をお願いいたします。 

 町長の提案理由にもありましたとおり、４月の職員人事異動に伴う人件費の補正

を関係科目で行っております。これは１款の議会費をはじめとする各款において、
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１節・報酬、２節・給料、３節の職員手当等、４節の共済費、１８節の総合事務組

合負担金に計上しております。 

 人件費の補正額をそれぞれ集計いたしますと、１節・報酬及び２節・給料の合計

でマイナス２，１５９万１，０００円、３節・職員手当等でマイナス６８２万９，

０００円、４節・共済費でマイナス１，４８５万９，０００円、１８節・負担金等

でマイナス３５８万５，０００円、総額で４，６８６万４，０００円の減となって

おります。 

 なお、以降は人件費以外の補正内容について説明させていただきますので、ご了

承願います。 

 初めに、２款・総務費、１項・総務管理費、１目・一般管理費の１２節・人事評

価システム導入業務委託料９９万円。今年度全面改訂した人事評価について、改定

後の内容に対応したシステムを導入するのです。 

 次に、４目・財産管理費の１４節・地域イントラネット基盤施設整備工事費１０

０万円。自営光ケーブルの移設工事費ですが、当初の見込みより件数が増加したた

め、増額補正するものであります。 

 次に、５目・企画費の１８節・地域活性化起業人負担金２８０万円。三大都市圏

に所在する企業等の社員を１０月から１名受け入れ、そのノウハウや知見を生かし

たアドバイザーとして地域活性化を図るものです。 

 今回、合同会社ＤＭＭドットコムの社員を１年間受け入れるものであります。今

年度の残り半分についての負担金となりますが、来年度以降も実施していくことと

考えております。こちらの事業は全額特別交付税措置がありますが、歳入の特別交

付税につきましては、その他の額が不確定であり、災害などにより増減したりしま

すので、歳入での補正はしておりません。 

 次に、２項・徴税費、３８ページに移りまして、２目・賦課徴収費の１２節・町

税電算処理委託２９万９，０００円。令和５年度より納税通知書に地方税統一のＱ

Ｒコードをつけることとなったため、システム改修やテストを行うものとなります。 

 次に、３項１目・戸籍住民基本台帳費の補正額合計５３９万５，０００円。マイ

ナンバーカード交付に係る増額補正となります。こちらは全額国庫補助金が財源と

なっております。 

 次に、４項・選挙費、３９ページをお願いいたします、５目・町議会議員補欠選
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挙の合計４８６万７，０００円。町議会議員補欠選挙にかかる費用で、報酬や時間

外勤務手当、消耗品、ポスター掲示板、選挙公営負担金に係る費用となっておりま

す。 

 続きまして、３款・民生費、１項・社会福祉費、１目・社会福祉総務費、４０ペ

ージに移りまして、２２節、合計２０５万６，０００円。障害者自立支援給付費、

障害者医療費、障害児入所給付費等、低所得者保険料軽減負担金に係る国・県に対

する前年度精算分の返還金となります。 

 同目の２７節・国民健康保険特別会計繰出金３４５万４，０００円、次の訪問看

護ステーション特別会計繰出金マイナス１３万８，０００円、次の介護保険特別会

計繰出金２万９，０００円及び介護保険特別会計繰出金マイナス９万５，０００円、

こちら４つは職員異動による繰出金の増減分となっております。 

 ４１ページをお願いいたします。 

 同節の介護保険特別会計繰出金、過年度分２３万円、前年度の精算分となります。 

 次に、５目・デイサービスセンター費の１８節・介護職員処遇改善支援補助金４

２万２，０００円。コロナへの対応と高齢者への対応が重なる最前線において働く

介護職員への補助金で、財源は全額国庫補助金となります。 

 ８目・住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業費の１８節・住民税非課税世帯等

臨時特別給付金１，３００万円。昨年度から繰越しをして実施している事業ですが、

神代の森の入所者など、該当対象者が当初見込みよりも１３０世帯増加することが

予想されるため、増額補正するものとなります。 

 こちらも財源は全額国庫補助金となります。 

 次に、２項・児童福祉費、４２ページに移りまして、２目・児童措置費の２２節・

子育て世帯への臨時特別給付金返還金１６７万７，０００円。昨年度の精算による

返還となります。 

 ４目・児童福祉施設費の１８節・保育士等処遇改善臨時特例事業補助金３万２，

０００円。昨年度から繰越しをして実施している事業ですが、不足分について増額

補正するもので、こちらも財源は全額国庫補助金となります。 

 続きまして、４款・衛生費、１項２目・保健衛生費、予防費の１８節・医療機関

継続支援金２１０万円。地域における医療提供体制の確保及び維持を図ることを目

的として２医科、５歯科に対して、各３０万円支給するものとなります。こちらは
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新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を活用するものとなります。 

 ４３ページをお願いいたします。 

 ５款・農林水産業費、１項・農業費、１目・農業委員会費の１１節・農地利用最

適化タブレット端末通信料３万１，０００円、次の１３節・ＭＤＭ利用料２万４，

０００円、次の１７節・農地利用最適化事業タブレット端末購入費１５万５，００

０円、こちらの３件は農業委員会にタブレット端末を５台導入するもので、通信費、

システム使用料及びタブレット購入費用です。こちらの財源は全額国庫支出金とな

ります。 

 ４４ページに移りまして、３目・農業振興費の１８節・経営継承・発展等支援事

業補助金１００万円。農業者が事業継承し、経営発展に向けた取組に対する補助で、

１件事業要望があったため、新規で計上するものです。財源は２分の１が国庫補助

金となります。 

 ５目・農地費の１８節・土地改良施設維持管理適正化事業補助金１４４万円。桁

沼土地改良の羽計支線排水路整備に対する補助金で、補助率は１０％となります。 

 同節・土地改良施設維持管理改修事業補助金１４万２，０００円。桁沼土地改良

区の大門下排水路補修工事や干潟土地改良区の護岸補修工事に対する補助金となっ

ており、こちらも補助金は１０％となります。 

 ６目・水田農業構造改革対策推進費の１８節・新規需要米等補助金５８１万３，

０００円。当初予算では、前年度の交付額と同額となる４，８７９万円を計上して

おりました。今年度、新規需要米の作付面積が増加したことにより、当初予算を面

積で割り返すと１０アール当たり９，０００円弱の補助となる見込みでしたが、近

隣市町の状況を参考として、１万円の補助とするため、差額を増額補正するものと

なります。 

 ４５、４６ページをお願いいたします。 

 ９款・教育費、３項１目・中学校費、学校管理費の１４節・教育施設維持補修工

事９２万４，０００円。６月に実施した屋内運動場防水工事で、外壁の亀裂を指摘

されたことによる緊急の補修工事となります。 

 ４７ページをお願いします。 

 １２款・諸支出金、１項１目２４節・諸支出金、基金費の財政調整基金積立金３

億円及び公共施設整備基金積立金２億円。令和３年度の実質収支費が９億６，６４
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８万９，０００円でしたので、その半分強となる５億円について、財政調整基金に

３億円、公共施設整備基金に２億円、積み立てるものとなります。 

 次に、歳入について申し上げます。 

 お手数ですが、議案書の３５ページをお願いいたします。 

 １５款・国庫支出金、１項１目５節・国庫負担金、民生費国庫負担金、介護保険

国庫負担金１１万４，０００円。低所得者保険料軽減国庫負担金の前年度の精算分

となります。 

 ２項・国庫補助金、１目・総務費国庫負担金、１節・番号制度補助金、合計５６

１万６，０００円。歳出補正の総務費で申し上げました戸籍住民基本台帳費に対す

る補助金となります。 

 ４節・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２１０万円。歳出補正

の衛生費で申し上げました医療機関継続支援金の財源とするものとなります。 

 ２目・民生費国庫補助金、２節・児童福祉費補助金の保育士等処遇改善臨時特例

交付金３万２，０００円。歳出補正の民生費で申し上げました児童福祉施設費に対

する補助金となります。 

 ４節・住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業補助金１，３００万円。歳出補正

の民生費で申し上げました同名事業に対する補助金となります。 

 続いて、１６款・県支出金、２項・県補助金、２目４節・民生費県補助金、老人

福祉費補助金の介護職員処遇改善支援補助金４２万２，０００円。民生費で申し上

げました同名事業に対する補助金です。 

 ４目・農林水産業費県補助金、１節・農業委員会補助金の合計２１万円。歳出補

正の農林水産業費で申し上げました農業委員会費に対する補助金です。 

 ２節・農業振興費補助金の経営継承・発展等支援事業補助金５０万円。農林水産

業費で申し上げました同名事業に対する補助金です。 

 １９款・繰入金、１項３目１節・特別会計繰入金、介護保険特別会計繰入金の介

護保険特別会計繰入金、過年度分１，４９０万４，０００円。介護保険特別会計繰

出金の前年度精算分となります。 

 一つ飛ばしまして、３６ページの２１款・諸収入、５項３目５節、雑入の雇用保

険個人負担分１万５，０００円。会計年度任用職員の雇用保険の本人負担分となり

ます。 
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 最後に、歳入が歳出に不足する４億５，９５８万５，０００円につきまして、前

ページの２０款・繰越金の前年度繰越金を増額するものです。 

 以上で一般会計補正予算、第４号の説明を終わらせていただきます。よろしくご

審議のほど、お願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

  ここで暫時休憩とします。再開は１１時１５分からとします。 

（午前１１時０４分 休憩） 

（午前１１時１５分 再開） 

議長（宮澤 健君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 町民課長、香取康成君。 

町民課長（香取康成君） 

 それでは、議案第３０号、令和４年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）につきまして、内容の説明をいたします。 

 恐れ入りますが、議案書の５５ページをお願いいたします。 

 初めに、歳出でございます。 

 １款１項１目・一般管理費のうち３節、４節、１８節は職員３名の人件費であり、

４月の人事異動を反映したことによる増減額を補正するものでございます。 

 １２節の調整交付金システム改修委託料１６万５，０００円は、国民健康保険税

の未就学児均等割軽減による電算システムを対応させるための改修費用でございま

す。これは未就学児の被保険者を有する世帯主に対する当該未就学児の均等割課税

額の２分の１を軽減する制度が本年の４月に施行されたことに伴い、当該減額分に

つきまして、国から２分の１、県から４分の１が財政措置されることになり、その

算定に必要な電算システムを改修するものでございます。 

 ５款３項１目・保健指導事業費の２節、３節、４節、１８節は、保健センター勤

務職員４名の人件費であり、１款の人件費と同様の内容でございます。 

 ８款１項・償還金及び還付加算金、１目２２節・償還金利子及び割引料８０万５，

０００円は、過年度分の保険税過誤納還付金の予算不足に伴う増額分でございます。 

 ２項・延滞金、１目２２節・償還金利子及び割引料９，０００円は、過年度分の

保険税過誤納還付金に付随して還付する延滞金の予算不足に伴う増額分でございま
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す。 

 続きまして、歳入でございます。議案書の５４ページをお願いいたします。 

 ４款２項・国庫負担金、１目１節・療養給付費等負担金２万６，０００円は、過

年度、平成２８年度及び平成２９年度分の追加交付に伴い、歳入予算を計上するも

のでございます。 

 ５款１項・県補助金、１目２節・特別交付金１６万５，０００円は、歳出で説明

しました調整交付金システム改修費用に対する国の財政措置分を県特別交付金に計

上するものでございます。 

 ７款１項１目３節・職員給与費等繰入金３４５万４，０００円は、歳出における

人件費等の増額分として一般会計からの繰入金を増額するものでございます。 

 ８款１項１目１節・前年度繰越金７８万８，０００円は、不足額を補うものでご

ざいます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 それでは、議案第３１号、令和４年度東庄町訪問看護ステーション特別会計補正

予算（第１号）について、内容をご説明申し上げます。 

 議案書の６３ページをお願いいたします。 

 歳出よりご説明申し上げます。 

 １款・事業費１３万８，０００円の減額補正は、１項１目・一般管理費で共済組

合負担金及び総合事務組合負担金の率の改定等による人件費について、減額補正を

するものでございます。 

 以上の結果、歳出補正額は１３万８，０００円の減額、歳出合計で２，３０１万

６，０００円となります。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。６２ページをお願いいたします。 

 ２款・繰入金１３万８，０００円の減額については、歳出補正で計上した人件費

等について一般会計繰入金を減額するものでございます。 

 以上の結果、歳入補正額は１３万８，０００円の減額、歳入合計で２，３０１万

６，０００円となります。 
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 以上で、令和４年度東庄町訪問看護ステーション特別会計補正予算（第１号）の

説明を終わります。 

 続いて、議案第３２号、令和４年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について内容をご説明申し上げます。 

 議案書の６９ページをお願いいたします。 

 歳出よりご説明申し上げます。 

 １款・総務費２万９，０００円の増額補正は、１項１目・一般管理費で、職員の

異動等とシステム改修委託料について、増額補正するものでございます。 

 ３款・地域支援事業費９万５，０００円の減額補正は、３項１目・包括的支援事

業費で、職員の異動等により給料、手当、共済費等の人件費について減額補正する

ものでございます。 

 ５款・諸支出金６，００４万２，０００円の増額補正は、１項２目・償還金で、

令和３年度分の介護給付費及び地域支援事業費等の確定清算による国・県・社会保

険診療報酬支払基金への返還金として４，５１３万８，０００円。２項１目・一般

会計繰出金で、令和３年度分の介護給付費及び地域支援事業費等の確定清算による

一般会計の返還金として１，４９０万４，０００円を増額補正するものでございま

す。 

 以上の結果、歳出補正額は５，９９７万６，０００円の増額、歳出合計で１５億

８，１２３万４，０００円となります。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。６８ページをお願いいたします。 

 ７款・繰入金１６万４，０００円の増額補正は、１項２目・地域支援事業繰入金

で９万５，０００円の減額と、１項３目・その他一般会計繰入金２万９，０００円

の増額で、歳出補正で計上した人件費等について一般会計繰入金を計上するもので

ございます。 

 １項４目・低所得者保険料軽減繰入金２３万円は、令和３年度清算による追加交

付分として増額補正するものでございます。 

 ８款・繰越金５，９８１万２，０００円の増額補正は、令和３年度分の介護給付

費等の清算による返還金等で不足する財源について、前年度繰越金をもって充てる

ものでございます。 

 以上の結果、歳入補正額は５，９９７万６，０００円の増額、歳入合計で１５億
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８，１２３万４，０００円となります。 

 以上で、令和４年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第１号）の説明を終わり

ます。よろしくご審議のほど、お願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 ７番、花香孝彦君。 

７番（花香孝彦君） 

 議案第２９号、４７ページをお願いいたします。 

 最後、１２款１項１目２４節・積立金、財政調整基金積立金３億円と公共施設整

備基金積立金２億円について、伺わせていただきます。 

 この積立については、地方財政法により剰余金の半分を財調などの基金に積み立

てなければならなく、また、公共施設等総合管理計画のとおり、将来の公共施設の

整備の不足額や多額の更新費が必要な年度の偏りを平準化するためと考えます。 

 その上で、二つの基金について３点の質問をいたします。 

 １点目、現在の積立額の確認。２点目、今後も積み増すとして何億円まで積み上

げる予定なのか、上限額の確認。３点目、基金の目的として、近年中に計画されて

いる公共施設等の更新や大規模改修の予定について。 

 以上３点、伺わせていただきます。 

議長（宮澤 健君） 

 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 それでは、ただいまご質問のありました１番目の質問であります、現在の積立額

の確認についてでございますが、財政調整基金の残高は９億４８１万３，０００円、

公共施設整備基金の現在高は１億５，３７８万７，０００円となっております。 

 今回の補正予算計上額を積み立てますと、財政調整基金は１２億４８１万３，０

００円。公共施設整備基金は３億５，３７８万７，０００円となります。 

 ２番目の、今後も積み増す予定かとのご質問ですが、今回積み立てる財政調整基

金、公共施設整備基金の財源は、令和３年度の実質収支の約半分としておりますが、

実質収支が大きくなった要因としまして、交付税の増額が主な要因となっておりま

す。 
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 東庄町は、財政力が強固とは言えず、また、近年の災害の激甚化やいまだ先の見

えない感染症、交付税措置があるものの年々増加している地方債償還額などを考慮

し、今後も財政調整基金を積み増すことも考えられます。上限額は、設けておりま

せん。 

 ３番目の質問の基金の目的、近年中に計画されている公共施設等の更新や、大規

模改修の予定についてでございますが、それぞれの基金の目的が、財政調整基金は

年度間の財政調整基金に充てるものということで、大規模災害などの予期せぬ事態

が発生した場合や、普通建設事業などの一時的な支出の増額などに充てるものとな

っております。 

 また、公共施設整備基金は、公共施設の整備の基金に充てるためということで、

使途が限定されております。なお、公共施設整備基金については、本年度実施する

公共施設等総合管理計画の見直しを基に、検討したいと考えております。 

 現時点で分かっているものとしましては、来年度は中学校の大規模改修が予定さ

れております。 

 私からは以上です。 

議長（宮澤 健君） 

 ７番、花香孝彦君。 

７番（花香孝彦君） 

 基金を積み立てることが適切な会計処理ではありますけれども、二つの基金を合

わせますと約１５億円となり、また、大規模改修の予定などが、先程も中学校の改

修という話がありましたけれども、その後の改修の予定はまだ大分先の大規模改修

の予定であると考えておりまして、まだ先であるのであれば、総合計画などの大き

な計画には明記してありますが、今まで実施出来なかった投資的な施策、例えば神

栖市への新しい橋、南ルートなど、スポーツ施設の整備や道の駅などの特産品の販

売場などの将来へ投資していただけるように再検討していただきたいと思います。 

 議案への質疑の範囲を超えているかもしれませんけれども、今後、一般質問を行

うなど考え、今回は意見としまして、答弁をいただけるのであればお願いいたしま

して、質問を終わりにいたします。よろしくお願いいたします。 

                

議長（宮澤 健君） 
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 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 基金につきまして、使途に従って使っていくものでございます。投資的な事業、

建設事業に限らす、ソフト面を含め、地域振興に対して検討していくものでござい

ます。今後も適正な予算執行に努めてまいります。 

 私からは以上です。 

議長（宮澤 健君） 

 １２番、山崎ひろみ君。 

１２番（山崎ひろみ君） 

 ３７ページ、総務費の地域活性化起業人負担金の事業の細かい内容が分かれば教

えていただきたいのですが。 

議長（宮澤 健君） 

 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 先程申し上げました合同会社ＤＭＭドットコム、こちらより今回、アドバイザー

という形で東庄町にとって、今後活性化を図るに当たって、どのようなことが必要

かということで、月５日間ではありますが、こちらに来ていただいて、いろいろな

検証をしていただくこととなっております。 

 地域起業人につきましては、先にこちらからこういう仕事をしてくださいという

こともあるのですが、今回、東庄町においては、まず企業の民間の視点で見ていた

だきまして、いろいろと町のＰＲや、今後必要と思われる政策など、また事業等に

つきましてご意見をいただくアドバイザー的な仕事となっております。 

 以上です。 

議長（宮澤 健君） 

 １２番、山崎ひろみ君。 

１２番（山崎ひろみ君） 

 アドバイザーというのはちょっと微妙で難しいんですけれども、職員とのやり取

りをするのか、町に入り込んで全て見て、活性化のためのあれなんでしょうけれど

も、これは国の特別交付税ですので、国から派遣というか、派遣費用が全部出てい

るということでよろしいんですよね。 
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議長（宮澤 健君） 

 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 おっしゃられるように国から全額支給となります。まずは職員と地域を見て回る

ことから始まりますが、この事業が進むにあたっては、町民の中に入って、いろい

ろ聞いていただき、町民とタイアップして行うということも考えられると思ってお

ります。 

 以上です。 

議長（宮澤 健君） 

 他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。採決は１件ごとに行います。 

 初めに、議案第２９号、令和４年度東庄町一般会計補正予算（第４号）を採決し

ます。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３０号、令和４年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第３０号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３１号、令和４年度東庄町訪問看護ステーション特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第３１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３２号、令和４年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第１号）を

採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第３２号は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩とします。再開は午前１時とします。 

（午前１１時３４分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

議長（宮澤 健君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第１０、認定第１号、令和３年度東庄町一般会計歳入歳出決算認定について

から日程第１７、認定第８号、令和３年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会決算

認定についてまで、以上８案を一括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本決算について、提出者から説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 
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町長（岩田利雄君） 

 ただいま一括議題となりました認定第１号から認定第８号まで、一般会計他、特

別会計５件及び企業会計２件、併せて８会計の令和３年度決算について、その提案

理由を申し上げます。 

 なお、地方自治法第２３３条第３項並びに地方公営企業法第３０条第４項の規定

に基づき、監査委員さんの意見を付してございます。よろしくご審議をいただきま

して、認定くださるようお願いを申し上げます。 

 最初に、認定第１号、令和３年度一般会計の決算について申し上げます。 

 令和３年度の一般会計当初予算は、歳入歳出それぞれ５７億４，２００万円でし

たが、８億３，４９５万８，０００円の追加補正の結果、最終予算は６５億７，６

９５万８，０００円となり、前年度からの繰越事業費繰越額２億７，４７１万７，

０００円を加算しますと予算現額は歳入歳出それぞれ６８億５，１６７万５，００

０円となりました。令和２年度の予算現額は９０億４，７４９万４，０００円でし

たので、比較しますと２１億９，５８１万９，０００円の減額となっております。 

 続いて、歳入歳出の決算状況でございますけれども、歳入においては７１億２，

３４１万８，０００円が収入されており、前年度比１５億７，９５９万２，０００

円、１８．１％の減となっております。このうち町税などの一般財源は５０億９，

３０１万３，０００円、歳入に占める比率は７１．５％、分担金及び負担金などの

特定財源は２０億３，０４０万５，０００円、歳入に占める比率は２８．５％とな

っております。 

 一方、歳出では６１億５５２万５，０００円が執行されており、前年度と比べ２

０億９，５０２万９，０００円、２５．５％の減となっております。 

 歳入から歳出を差し引きました形式収支は１０億１，７８９万３，０００円とな

り、繰越明許により翌年度へ繰り越すべき財源が５，１４０万４，０００円でした

ので、実質収支は９億６，６４８万９，０００円となりました。 

 決算の減額の主な要因でありますが、令和２年度にありました特別定額給付金な

ど事業によるものとなっております。 

 それでは、歳入歳出それぞれ、特筆されるものを申し上げます。 

 最初に歳入でございますけれども、町税全体の決算額は１４億７，６３５万４，

０００円となっております。町税につきましては、１，４１８万３，０００円、１．
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０％の増となりました。 

 次に、地方交付税ですが、普通交付税の追加交付などにより、前年度と比べ２億

８，２７９万８，０００円の増、２２億２，６５２万１，０００円となっておりま

す。 

 続いて、国庫支出金ですが、特別定額給付金などの影響により、１３億３，８５

４万円減の９億８，２４０万８，０００円の決算となりました。 

 次に、繰越金でございますが、前年度と比べて１億８，５１３万９，０００円減

の５億２４５万６，０００円の決算額となりました。 

 歳入の最後、町債は、前年度より４億１，５５０万円減の５億６，４９０万円と

なっております。 

 続きまして、歳出決算について、増減額の大きなものを申し上げます。 

 初めに、総務費でございますが、庁舎の多目的ホールの整備やサテライトオフィ

ス開設支援事業などにより、前年度比７，５０２万６，０００円の増、７億６，９

４１万３，０００円の決算となっております。 

 次に、民生費では、特別定額給付金などの影響によりまして、前年度と比較し１

１億４，１９４万３，０００円減の１８億５，７０３万８，０００円の決算となり

ました。 

 次に、商工費では、令和２年度に実施をいたしました中小企業再建支援金などの

影響により、前年度比９，４３７万５，０００円減の３億１，０１１万１，０００

円となっております。 

 次に、教育費では、給食センター建設工事が終了したことにより、前年度と比較

し７億８８万４，０００円減の８億１０２万３，０００円となっております。 

 次に、諸支出金では、年度内に財政調整基金の新規積立を行いませんでしたので、

前年度比２億５，１１５万５，０００円減の７８８万７，０００円となりました。 

 以上、一般会計決算の主なものについて申し上げました。 

 続いて、認定第２号、令和３年度東庄町国民健康保険特別会歳入歳出決算につい

て申し上げます。 

 歳入総額は１８億６，７１５万４，０００円で、前年度より３，９８７万７，０

００円減、一方、歳出総額は前年度より５，１２９万９，０００円減の１６億５，

０９７万７，０００円で、歳入歳出差引額は２億１，６１７万７，０００円であり
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ました。 

 続いて、認定第３号、令和３年度東庄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算に

ついて申し上げます。 

 歳入総額は１億８，０５２万７，０００円で、前年度より４７４万６，０００円

増、そして一方、歳出総額は前年度より４２０万４，０００円増の１億７，９５６

万６，０００円で、歳入歳出差引額は９６万１，０００円でありました。 

 続いて、認定第４号、東庄町食肉センター特別会計歳入歳出決算について申し上

げます。 

 歳入につきましては、主に食肉センターの事業収入となっておりますが、前年度

と比較いたしますと処理頭数は１４９頭の増となり、歳入総額では１，１１９万５，

０００円増の１億６，５５２万円となりました。 

 一方、歳出につきましては、事業費として９，２４５万円支出の他、積立金とし

て１，８００万５，０００円を財政調整基金として積み立てるなど、歳出合計では

１億２，０４５万５，０００円となりました。前年度より１２３万９，０００円の

増となっております。 

 また、平成１９年度より指定管理者制度の導入により、施設の管理運営を食肉セ

ンター事業協同組合が実施をしております。 

 続いて、認定第５号、訪問看護ステーション特別会計決算について申し上げます。 

 令和３年度の訪問看護ステーション歳入決算の総額は、２，８１３万２，０００

円、前年度比２０．４％の増となりました。 

 増額の主な要因は、事業収入及び繰入金の増加によるものでございます。 

 また、歳出決算の総額は２，２３９万１，０００円、前年度比２．４％増となり

ました。 

 以上、差引の収支で５７４万１，０００円の黒字となっております。 

 続いて、認定第６号、介護保険特別会計決算について申し上げます。 

 令和３年度は第８期介護保険事業計画３ヶ年の初年度でございました。 

 歳入決算の総額は、１５億７，０７３万１，０００円、前年度比５．４％の増と

なりました。 

 また、歳出決算の総額は、１４億３，２９６万３，０００円、前年度比３．８％

の増となりました。 
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 増額の主な要因でありますが、保険給付費及び国・県・一般会計への令和２年度

分の補助金等返還金による諸支出金の増額によるものでございます。 

 以上、差引の収支で１億３，７７６万８，０００円の黒字となりましたが、令和

４年度に清算を行いますと、実質的な余裕資金は７，８００万円程度となる見込み

でございます。 

 続いて、認定第７号、令和３年度東庄町水道事業会計剰余金の処分及び決算認定

について提案理由を申し上げます。 

 地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、剰余金の処分について議会の議

決を求めると共に、同法第３０条第４項の規定に基づき、決算について議会の認定

に付すものでございます。 

 まず、決算につきましては、収益的収入は４億４，５９１万８，０００円、収益

的支出は３億８，４８０万８，０００円となり、収支差引では６，１１１万円の純

利益となっております。 

 次に、資本的収支では、収入は４０１万５，０００円で、支出として建設改良費、

固定資産取得費、企業債償還金を合わせて２，０６８万２，０００円となっており

ます。 

 次に、令和３年度末における給水戸数でありますが、４，００３戸、給水人口は

１万１，３４６人となっております。 

 また、当年度未処分利益剰余金、純利益分の処分については議会の議決を求める

ものであります。 

 続いて、認定第８号、令和３年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計決算認定

について提案理由を申し上げます。 

 病院事業につきましては、内科医師４名の診療体制と合わせて非常勤医師により

ます整形外科、循環器内科の診療を実施いたしました。 

 また、介護療養型医療施設として、施設入所サービス、居宅療養管理の他、訪問

リハビリ、通所リハビリを実施しております。 

 令和３年度の経営状況を見ますと、前年度に比べ入院延べ患者数で５．９％の増、

外来延べ患者数では８．６％の減となっております。 

 決算の内容では、収益的収支の収入が１０億５，１５３万２，０００円に対し、

支出が１０億３，６１３万７，０００円で、１，５３９万５，０００円の純利益と
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なりました。 

 次に、資本的収支でございますが、収入が３，９１２万６，０００円に対し、支

出が１億６４０万１，０００円で、不足する６,７２７万５，０００円につきまして

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と過年度分損益勘定留保資金

をもって補填をしたところでございます。 

 以上、一般会計をはじめ、８会計の決算につきまして、認定をいただくにあたり

まして、提案理由を申し上げました。 

 なお、詳細につきましては、担当課長、事務長から説明をいたさせます。ご審議

の上、可決認定くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 それでは、令和３年度一般会計の決算について、その内容をご説明申し上げます。 

 説明につきましては、お手元に配付してございます決算参考資料に基づきまして、

説明させていただきたいと思います。 

 恐れ入りますが、１ページをお願いいたします。 

 一般会計の決算の状況ですが、（１）決算規模は、歳入の総額が７１億２，３４

１万８，０００円、歳出の総額では６１億５５２万５，０００円となりまして、前

年度と比較しますと歳入では１５億７，９５９万２，０００円、１８．１％の減と

なり、歳出では２０億９，５０２万９，０００円、２５．５％の減となりました。 

 （２）決算収支の状況ですが、歳入決算額から歳出決算額を差し引きました形式

収支では、アといたしまして、１０億１，７８９万３，０００円となりました。こ

のうち令和４年度への繰越事業の一般財源として、イの欄の５，１４０万４，００

０円がございますので、これを差し引きまして、ウの欄の９億６，６４８万９，０

００円が実質収支の額となっております。 

 この実質収支の額から令和２年度の実質収支の額を差し引きましたものが単年度

収支として、エの欄の４億９，６５２万３，０００円となります。 

 次のオ並びに一つ置いたキの欄は、財政調整基金の積立並びに取崩しの決算額で

ございまして、オの積立額は利子分で１万３，０００円、キの積立金取崩額はあり

ませんでした。 
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 一つ戻りまして、カ町債の繰上償還額につきましてもございませんでした。 

 この結果、単年度収支の額エに財政調整基金への積立金オの額を加えた額が実質

単年度収支クの欄となり、４億９，６５３万６，０００円となりました。 

 それでは、歳入歳出の決算状況について申し上げます。なお、この後、予算決算

常任委員会へ付託される予定と聞いておりますので、私からは主立ったものを申し

上げますので、あらかじめご了承をいただきたいと思います。 

 最初に歳入決算について申し上げますので、第１表をお願いいたします。 

 歳入決算の総額７１億２，３４１万８，０００円のうち町税をはじめとする一般

財源の総額は５０億９，３０１万３，０００円で、歳入決算の７１．５％を占めて

おります。残りの２８．５％は特定財源で、国庫及び県支出金などの２０億３，０

４０万５，０００円となっております。 

 １款の町税の決算額は１４億７，６３５万４，０００円で、前年度より１，４１

８万３，０００円、１．０％の増となっております。法人住民税の増によるもので

す。 

 次の２款の地方譲与税の決算額は７，６５４万３，０００円で、対前年度１１４

万３，０００円、１．５％の増となっております。これは地方揮発油譲与税及び自

動車重量譲与税の増によるものです。 

 次の３款の利子割交付金の決算額は、１０２万８，０００円、対前年度１９万３，

０００円、１５．８％の減となっております。 

 次に４款の配当割交付金及び５款の株式等譲渡所得割交付金でありますが、この

二つの交付金につきましては、上場株式の配当及び譲渡益に対して課される税を原

資に交付されるものでございます。配当割交付金は、決算額１，０６３万円、対前

年度３３０万４，０００円の増となり、株式等譲渡所得割交付金は、決算額１，３

４０万５，０００円、対前年度４４５万８，０００円の増となっております。 

 ６款の法人事業税交付金は、決算額１，６２４万８，０００円、対前年度９１１

万円の増となりました。 

 ７款の地方消費税交付金は、決算額３億７６７万３，０００円、対前年度２，２

０２万９，０００円の増となりました。 

 ８款はゴルフ場利用税交付金で、決算額は１，２２５万３，０００円、対前年度

２０４万３，０００円の増となっております。 
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 ９款は環境性能割交付金で、決算額は９８７万８，０００円、対前年度５０万５，

０００円の増となりました。 

 １０款の地方特例交付金は、決算額１，７２３万７，０００円、対前年度３９３

万５，０００円の増となりました。 

 次に、歳入決算総額の３１．３％を占めております１１款の地方交付税でござい

ます。普通交付税で２億６，６５５万６，０００円、特別交付税で１，６３２万８，

０００円の増となり、総額で前年度から２億８，２７９万８，０００円の増、決算

額は２２億２，６５２万１，０００円となりました。 

 次に、１２款の交通安全対策特別交付金は、決算額が２３６万２，０００円、対

前年度３万５，０００円の減となりました。 

 １３款の分担金及び負担金は、決算額７，３１１万４，０００円、対前年度９０

５万２，０００円の増となりました。 

 次の１４款の使用料及び手数料は、決算額２，９６７万１，０００円、対前年度

２７６万円の増となっております。 

 １５款の国庫支出金は、決算額９億８，２４０万８，０００円、対前年度１３億

３，８５４万円の減となっております。特別定額給付金の終了などによる減額とな

っております。 

 １６款の県交付金は、決算額４億５，６８３万１，０００円、対前年度２，９１

９万５，０００円の減となりました。 

 １７款の財産収入は、決算額１９１万２，０００円、対前年度３０万４，０００

円の減となりました。 

 １８款の寄附金は、決算額１，１５０万３，０００円、対前年度６０３万３，０

００円の減となりました。 

 １９款の繰入金は、決算額３，３０７万円、対前年度１，９５７万８，０００円

の増となっております。 

 ２０款の繰越金は、決算額５億２４５万６，０００円、対前年度１億８，５１３

万９，０００円の減となりました。 

 ２１款・諸収入ですが、決算額は２億９，７４２万１，０００円で、対前年度２，

０４５万１，０００円の増となりました。とうのしょうサイクリングデー事業貸付

金返還金やスポーツ振興くじ助成金が増額の主な要因となっております。 
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 歳入決算の最後は、２２款の町債でございます。決算額は５億６，４９０万円で、

臨時財政対策債として２億１，８００万円を発行しております。また、特定財源と

しまして、過疎対策事業債ですが、ソフト分としまして４，１６０万円、ハード分

としまして３億５３０万円、合計３億４，６９０万円となっております。全体を前

年度と比較しますと４億１，５５０万円の減となっております。 

 なお、令和３年度末の地方債現在高については、後ほどご説明を申し上げます。 

 以上、歳入決算の総額は、７１億２，３４１万８，０００円となりまして、前年

度と比べ１５億７，９５９万２，０００円、１８．１％の減となりました。 

 続きまして、２ページをお願いいたします。 

 上の表でございますが、ただいま申し上げました歳入決算につきまして、左半分

では一般財源と特定財源に、そして右半分では自主財源と依存財源に分けて、その

状況を表にしたものでございます。後ほどお目通しをいただきたいと思います。 

 それでは次に、歳出決算の説明に入らせていただきます。 

 第２表、令和３年度歳出決算の総額は、６１億５５２万５，０００円となりまし

て、令和２年度と比較しますと２０億９，５０２万９，０００円、２５．５％の減

となっております。 

 目的別歳出決算の状況は、第２表のとおりでございますが、歳出決算総額に対し

まして構成比の高い順に見てみますと、３民生費が１８億５，７０３万８，０００

円、３０．４％で最も高く、次に４衛生費が８億４，９００万２，０００円、１３．

９％、３番目が９教育費の８億１０２万３，０００円、１３．１％、以下総務費、

土木費、公債費の順となっております。 

 それでは、順を追ってご説明申し上げます。 

 最初に、１款・議会費でございますが、決算額８，０３０万８，０００円で、対

前年度２４万円、０．３％の減となりました。 

 続いて、２款の総務費では、決算額７億６，９４１万３，０００円で、対前年度

７，５０２万６，０００円、１０．８％の増となっております。庁舎多目的ホール

の整備やサテライトオフィス等、開設支援事業補助金などにより増額となっており

ます。 

 次は、３款の民生費ですが、決算額１８億５，７０３万８，０００円で、対前年

度１１億４，１９４万３，０００円、３８．１％の減となっております。定額給付
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金や子ども・子育て応援給付金の終了などにより減額となっております。 

 次に、４款の衛生費ですが、決算額８億４，９００万２，０００円で、対前年度

６，１１６万３，０００円、７．８％の増額となっております。新型コロナウイル

スワクチン接種などにより増額となっております。 

 次に、５款の農林水産業費の決算額は３億２，５５９万７，０００円で、対前年

度５，１９１万５，０００円、１３．８％の減額となりました。 

 被害農業施設等復旧支援事業補助金などの減少によるものとなっております。 

 続いて、６款は商工費でございます。決算額は、３億１，０１１万１，０００円

で、対前年度９，４３７万５，０００円、２３．３％の減となっております。前年

度観光対策や中小企業対策などの支出があったことによるものです。 

 続きまして、７款の土木費ですが、決算額４億９１１万８，０００円、対前年度

４７８万９，０００円、１．２％の増となりました。 

 ８款は消防費でございまして、決算額２億８，７０７万３，０００円、対前年度

１，５２２万１，０００円、５．６％増となっております。香取広域市町村圏事務

組合の負担金で、常備消防が増額決算となっております。 

 次に、９款の教育費について申し上げます。決算額８億１０２万３，０００円、

対前年度比７億８８万４，０００円、４６．７％減となりました。給食センターの

建設事業の終了などが減額の主な要因となっております。 

 次の１０款・災害復旧費ですが、決算額は１８７万７，０００円、対前年度４６

０万９，０００円の減となっております。 

 次に、１１款・公債費について申し上げます。公債費の決算額は４億７０７万８，

０００円となり、前年度と比較しまして６１０万７，０００円の減となっておりま

す。なお、起債の残高や償還額の状況については後ほどご説明申し上げます。 

 歳出決算の最後は、１２款の諸支出金でございます。決算額は７８８万７，００

０円となりまして、２億５，１１５万５，０００円の減となりました。基金への新

規積立がなかったため、減額となっております。 

 以上、一般会計の目的別歳出の状況についてご説明いたしました。 

 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 歳出決算について、性質別の状況を示したものでございます。 

 それでは、消費的経費と投資的経費について、その決算額及び構成比を見てみま
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すと、消費的経費は４３億９，２４９万３，０００円で構成比が７１．９％、投資

的経費は６億２，８９５万１，０００円、１０．３％の構成比となっております。 

 また、前年度と比較しますと、消費的経費の決算額では１２億２８６万７，００

０円の減、投資的経費では６億５，３９２万６，０００円の減となっております。 

 それでは、性質別の歳出決算について、第３表で見てみたいと思います。 

 まず、消費的経費のうち人件費の決算額は９億７，３４４万７，０００円、前年

度と比べますと２，５６７万円、２．７％の増となりました。 

 消費的経費の２番目は物件費で、決算額は９億９４３万８，０００円、前年度と

比べ８７５万４，０００円の増、率にしますと１．０％の増となっております。 

 ３番目は、維持補修費で、決算額は８６４万１，０００円で、前年度と比べ４４

９万４，０００円の減となっております。 

 ４番は、扶助費でございまして、決算額は１０億３，８４４万１，０００円、対

前年度２億６，５４９万３，０００円、３４．３％の増となっております。住民税

非課税世帯等臨時特別給付金や子育て世帯への臨時特別給付金による増額となって

おります。 

 消費的経費の最後は、補助費等でございます。決算額は１４億６，２５２万６，

０００円となり、前年度と比較しますと１４億９，８２９万円、５０．６％の減と

なっております。特別定額給付金や被害農業施設等復旧支援補助金などが終了した

ことによる減額となりました。 

 人件費から、ただいま申し上げました補助費等まで、消費的経費の決算額合計は、

先程申し上げましたように４３億９，２４９万３，０００円となりました。前年度

と比較しますと１２億２８６万７，０００円の減となりました。 

 次に、投資的経費のうち普通建設事業ですが、６億２，７０７万４，０００円の

決算となり、前年度決算より６億４，９３１万７，０００円、５０．９％の減とな

りました。給食センターの建設事業などが終了したことにより減額となっておりま

す。 

 次の災害復旧事業につきましては、目的別歳出の災害復旧費でも申し上げました

内容と同様で１８７万７，０００円の決算額となっております。 

 続いて、公債費ですが、こちらも目的別歳出の公債費と同様で４億７，７００万

８，０００円の決算額となっております。 
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 次に、投資及び出資金・貸付金でございます。決算額は８，４０１万５，０００

円となっております。 

 続きまして、積立金でございますが、決算額は７８８万８，０００円となりまし

た。 

 性質別決算の最後は、繰出金でございます。決算額は５億８，５１０万円となり

ました。 

 以上、人件費から繰出金まで性質別歳出決算の内容を申し上げました。 

 次のページ、４ページから５ページにかけての円グラフは、今まで申し上げまし

た一般会計の決算についてグラフ化したものでございますので、後ほど参照いただ

きたいと思います。 

 それでは、５ページ下の財政構造についてご説明いたします。 

 地方公共団体の財政力を示す数値として用いられます財政力指数は、地方交付税

法の規定に基づきまして算出される基準財政収入額を基準財政需要額で除した数値

の過去３ヶ年平均で表します。東庄町における令和３年度の財政力指数は０．４４

２となりまして、令和２年度の指数０．４６６と比べますと０．０２４ポイント減

少しております。 

 次に、財政構造の弾力性を表します経常収支比率でございますが、性質別経費の

経常経費充当一般財源を経常一般財源で除して得ます。この数値は８１．２％で、

前年度の８５．３％より４．１％改善しております。 

 また、この数値の計算式において分母となる経常一般財源から臨時財政対策債を

除いた経常収支比率は８５．６％で、前年度より３．５％改善しております。経常

収支比率は令和３年度は改善されましたが、依然増加傾向であり、今後も更なる経

常経費の節減、合理化を図り、経常収支比率の抑制に努めなければならないと考え

ております。 

 次の６ページでは、過去５年間の一般会計歳入歳出決算について、その規模をグ

ラフにしてございます。後ほどお目通しをいただきたいと思います。 

 それでは、大変恐縮ですが、７６ページをお願いいたします。 

 この表は、令和３年度末現在の町債の現在高を表にしたものでございます。一般

会計における町債の現状につきまして、借入先・事業ごとに令和３年度末と令和２

年度末の残高を次の７７ページにわたって列記してございます。７７ページの一番
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下の合計欄で見ていただきたいと思います。令和３年度末現在の残高は、元金が４

７億７，３８３万７，０００円、これに利子の残高４，５００万２，０００円を合

わせますと合計４８億１，８８３万９，０００円となっています。令和２年度末の

元利計の現在高と比べて１億６，６４６万４，０００円の増加となりました。また、

この額を単純に令和３年度末の住民基本台帳人口１万３，２８７人で割り返してみ

ますと、一人当たり３６万３，０００円という数字になります。この数字は前年度

一人当たり３４万３，０００円と比べ２万円増加した計算になります。 

 次の７８ページでは、水道事業会計並びに病院事業会計の企業債の状況を表にし

たものでございます。 

 次に、その下の表で債務負担及び損失補償の状況について申し上げます。 

 区分欄に記載のように全て債務負担でございまして、損失補償はございません。

将来にわたって支出が伴います債務負担の状況でございますが、全部で９件記載さ

せております。 

 ７件におきましては、前年度から引き続いているものでございまして、下から２

段目、ホームページリニューアル業務、戸籍システムリプレイス事業の２件につき

ましては、令和３年度に新たに設定したものとなります。 

 ９件合計しまして、令和３年度末で５億１，８１６万１，０００円となっており

ます。 

 それでは、大変恐縮ですが、決算書本冊の方をお願いいたします。 

 ３５８ページをお願いいたします。 

 こちらの財産に関する調書について申し上げます。 

 まず１番、公有財産でございますが、土地及び建物につきまして、旧神代小学校

について行政財産だったものを普通財産に変更したもので、次の３５９ページで、

同面積分減少となっております。 

 続いて、３６０ページの（３）出資による権利ですが、これは前年度末現在高と

の増減はありません。 

 続きまして、２番、物品について申し上げます。 

 決算年度中の増減ですが、パーソナルコンピュータについて４台増となっており

ます。 

 続きまして、３６１ページをお願いいたします。 
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 最後になりますが、３番、基金、（１）特定目的基金の①一般会計について申し

上げます。 

 変更のありました奨学基金では、指定寄附２００万円の積立を行い、奨学基金事

業の交付金として１５０万円の取崩しを行いましたので、結果として５０万円の増

額となり、年度末残高は７２４万円となりました。 

 次のふるさと応援基金ですが、ご寄附をいただきました５５０万５，０００円を

新規に積立て、令和元年度にご寄附いただいた２６２万９，０００円を取り崩しま

したので、前年度末残高は１，１８５万６，０００円となりました。 

 一般会計の最後は森林環境基金で、森林環境譲与税を財源として２９万４，００

０円を積立て、前年度末残高は１３５万８，０００円となっております。 

 以上、一般会計の決算について申し上げましたが、詳細につきましては、予算決

算常任委員会におきまして説明があろうかと思いますので、私の方からは以上で終

わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 町民課長、香取康成晃君。 

町民課長（香取康成君） 

 それでは、認定第２号、令和３年度東庄町国民健康保険特別会計歳入歳出決算に

ついてご説明申し上げます。 

 決算の参考資料６２ページをお願いいたします。 

 （１）決算状況でございますが、上段の円グラフにつきましては、令和３年度の

歳入歳出各区分の構成比率を示したものでございます。 

 歳入総額は１８億６，７１５万４，０００円、前年度比３，９８７万７，０００

円、２．１％の減額でございます。 

 歳出総額は１６億５，０９７万７，０００円、前年度比５，１２９万９，０００

円、３．０％の減額となりました。 

 歳入合計から歳出合計を差し引きしますと、２億１，６１７万７，０００円の黒

字決算となっております。 

 それでは、歳入の主なものをご説明いたします。 

 １款・国民健康保険税は決算額３億６，９２０万９，０００円で、前年度比１，

１９３万２，０００円、３．１％の減となっております。減額の要因は、被保険者
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数の減少に伴う課税額の減少によるものでございます。 

 ４款・国庫支出金は、決算額１７万７，０００円で、前年度比１３０万７，００

０円、８８．１％の減となっております。減額の要因は、令和２年度にマイナンバ

ーカードの保険証利用に伴うシステム改修に係る国庫補助金の交付を受けておりま

したが、令和３年度ではその分が減額となったものです。 

 ５款・県支出金は、決算額１１億５，０３６万６，０００円で、前年度比５，３

３２万３，０００円、４．９％の増となりました。増額の要因は、令和２年度に新

型コロナの受診控えによる医療費の減少で、普通交付金が大幅に減額となっており

ましたが、令和３年度には受診数が回復傾向に転じたことに伴い、普通交付金が例

年並みの交付額となったことによるものです。 

 ７款・繰入金は、決算額１億３，１９５万１，０００円で、前年度比７，４９１

万９，０００円、３６．２％の減となっております。減額の要因は、年度当初に生

じる歳出に対する原資として令和２年度までは国民健康保険財政調整基金から毎年

７，０００万円を繰り入れ、年度末に同額を再び基金に繰り出しておりましたが、

令和３年度からはこの繰入れを取りやめたことによる収入減でございます。 

 ９款・諸収入は、決算額１，０６１万８，０００円で、前年度比１，２０７万８，

０００円、５３．２％の減となっております。減額の要因は、第三者行為の損害賠

償金の収入減によるものです。 

 次に、歳出の主なものをご説明いたします。 

 ２款・保険給付費は、決算額１１億１，８５６万９，０００円で、前年度比８，

４８６万３，０００円、８．２％の増となりました。増額の主な要因は、令和２年

度に新型コロナによる受診控えで、医療費が減少したことに対し、令和３年度には

受診数が回復傾向に転じ、例年並みとなったことによるものです。 

 ３款・国民健康保険事業費納付金は、決算額４億４，３０９万７，０００円、前

年度比２，５９２万８，０００円、５．５％の減となりました。これは県への納付

金で、減額の要因は、被保険者数の減少に伴うものでございます。 

 ５款・保健事業費は決算額５，０２２万２，０００円で、前年度比４７２万２，

０００円、１０．４％の増となりました。増額の主な要因は、新型コロナの影響で

令和２年度には特定健診などの健康増進事業にかかる費用が減額となったことに対

し、令和３年度には各種事業費の支出額が一昨年並みとなったことによるものです。 
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 ６款・基金積立金は決算額３，０００円で、前年度比７，００４万８，０００円、

ほぼ１００％近くの減となりました。減額の要因は、令和２年度まで実施していた

財政調整基金の年度当初の繰入れと年度末の繰出しによる積立を取りやめたことに

より、支出額が基金の預金利子のみとなったことによるものです。 

 なお、令和３年度末の基金残高は２億４，０２５万９，０００円で、決算書本冊

の３６１ページに記載しておりますので、後ほどお目通しをいただきたいと思いま

す。 

 次に、６３ページをお願いいたします。 

 ６３ページから６５ページまでは、過去５年間の決算額の推移、被保険者一人当

たりの療養諸費用額の推移、被保険者一人当たり保険税額の推移、保険給付状況、

被保険者の異動状況を掲載してございます。 

 国民健康保険につきましては、以上となります。 

 続きまして、認定第３号、令和３年度東庄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算について、ご説明申し上げます。 

 同じく参考資料の６６ページをお願いいたします。 

 決算の状況でございますが、歳入総額は１億８，０５２万７，０００円、前年度

比４７４万６，０００円、２．７％の増額でございます。 

 歳出総額は１億７，９５６万６，０００円、前年度比４２０万４，０００円、２．

４％の増額となりました。 

 歳入合計から歳出合計を差し引きますと９６万１，０００円の黒字決算でござい

ます。 

 では、歳入の主なものをご説明いたします。 

 １款・後期高齢者医療保険料は、決算額１億３，６４０万円で、前年度比４７１

万円、３．６％の増となりました。 

 ３款・繰入金は、決算額４，２８９万１，０００円、前年度比９万８，０００円、

０.２％の増となりました。 

 内訳は、一般会計からの保険基盤安定繰入金４，１２９万１，０００円と事務費

繰入金１６０万円でございます。 

 １款と３款で歳入全体の９９．４％を占めております。 

 次に、歳出の主なものをご説明いたします。 
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 １款・総務費は、決算額１８７万７，０００円で、前年度比８万３，０００円、

４．６％の増となりました。後期高齢者医療に係るコンピュータの使用料等の事務

費でございます。 

 ２款・後期高齢者医療広域連合納付金は、決算額１億７，７５７万８，０００円

で、前年度比４０６万５，０００円、２．３％の増となりました。これは後期高齢

者医療保険の運営主体である千葉県後期高齢者医療広域連合に対して納付する負担

金で、歳出全体の９８．９％を占めております。 

 なお、被保険者数は令和３年度末現在で２，６４６人、前年度末と比較して７８

人、３．０％の増となっております。 

 なお、国民健康保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計の詳細につきましては、

予算決算常任委員会において担当よりご説明を申し上げますので、よろしくお願い

申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 ここで暫時休憩とします。再開は１４時１０分からとします。 

（午後 ２時０１分 休憩） 

（午後 ２時１０分 再開） 

議長（宮澤 健君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 農政担当課長、前田泰孝君。 

農政担当課長（前田泰孝君） 

 それでは、認定第４号、東庄町食肉センター特別会計歳入歳出決算の内容につい

てご説明を申し上げます。 

 恐れ入りますが、決算参考資料の６７ページをお願いいたします。 

 ２３番、食肉センター事業。初めに、（１）歳入歳出決算の状況でございますが、

歳入の令和３年度決算額合計は、１億６，５５２万円であり、前年度、令和２年度

決算額と比較いたしまして１，１１９万５，０００円、率にいたしまして７．３％

の増となりました。増額の主な要因は、２款・繰越金の増であります。 

 歳入、１款の事業収入、３年度決算額は、１億３，０４０万６，０００円で、前

年度比７２万８，０００円の増であります。食肉センターの各施設使用料の合計で

ございます。 
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 ２款・繰越金決算額は、３，５１０万８，０００円、前年度比１，０５１万２，

０００円の増でございます。 

 ３款・財産収入、決算額５，０００円、財政調整基金の利子でございます。 

 ４款・諸収入、決算額１，０００円、歳計金預金利子であります。 

 続きまして、歳出でございますが、３年度決算額、合計１億２，０４５万５，０

００円であり、前年度比１２３万９，０００円、１．０％の増となりました。 

 歳出、１款・事業費、３年度決算額９，２４５万円、前年度比１７２万円の減、

食肉センターの業務管理委託料及び消費税などでございます。 

 ２款・積立金決算額１，８００万５，０００円、前年度比２９５万９，０００円、

１９．７％の増。食肉センター特別会計財政調整基金積立金でございます。 

 ３款・諸支出金、決算額１，０００万円、一般会計繰出金で前年度と同額でござ

います。 

 歳入合計から歳出合計を差し引きました４，５０６万５，０００円が翌年度、令

和４年度への繰越金となります。 

 次に、隣、６８ページの（２）令和３年度産地別搬入頭数及び（３）年度別処理

頭数の推移についてご説明いたします。 

 （２）産地別搬入頭数につきましては、６８ページの円グラフのとおりとなって

おります。令和３年度搬入頭数合計１０万９，８５７頭のうち東庄町が５万６，７

９２頭で５１．７％、旭市が３万６，７６５頭で３３．５％。グラフのとおり東庄

町と旭市が主な搬入産地となっております。 

 （３）処理頭数の推移につきましては、令和３年度処理頭数１０万９，８５７頭

は、令和２年度と比較いたしまして、１４９頭、０．１％の増となっております。

なお、令和３年度の食肉センターの稼働日数は２５３日であり、一日平均処理頭数

は約４３４頭となっております。 

 次に、財政調整基金についてご説明したいと思います。恐れ入りますが、決算書

本冊の３６１ページをお願いいたします。 

 ３６１ページ、３、基金、（１）特定目的基金のうち、中段の②特別会計の表で

ございます。内容の３行目、食肉センター財政調整基金でございますが、令和３年

度は１，８００万４，０００円を積立いたしまして、令和３年度末残高が２億６，

３２０万４，０００円となっております。 
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 以上で説明を終わります。詳細な内容につきましては、予算決算常任委員会にて

ご説明いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 それでは、認定第５号、令和３年度東庄町訪問看護ステーション特別会計歳入歳

出決算について内容をご説明申し上げます。 

 決算参考資料の６９ページをお願いいたします。 

 最初に、下段の（２）訪問看護利用状況でございますが、令和３年度の利用者数

の合計は２４４人、延べ件数１，４２３件でございます。令和２年度と比較します

と利用者数の合計で５２人、２７．１％の増、延べ件数では合計で３０４件、２７．

２％の増となりました。 

 続いて、決算状況についてご説明いたします。 

 初めに、中段の表の歳入から申し上げます。 

 １款・事業収入は、１，３６７万３，０００円、全体の４８．６％、前年度との

比較では２９８万８，０００円、２８．０％の増となりました。 

 増額の主な要因は、利用者数の増加によるものでございます。 

 ２款・繰入金は、１，２９４万２，０００円、全体の４６．０％、前年度との比

較では３５７万７，０００円、３８．２％の増となりました。 

 繰入金につきましては、一般会計からの繰入金でございます。 

 ３款・繰越金は１５１万７，０００円、全体の５．４％、前年度との比較では、

１８０万６，０００円、５４．３％の減となりました。これは前年度からの繰越金

でございます。 

 以上、歳入合計では２，８１３万２，０００円、前年度との比較では４７５万９，

０００円、２０．４％の増となりました。 

 次に、歳出について申し上げます。 

 歳出については、１款・事業費のみで２，２３９万１，０００円、前年度との比

較では、５３万５，０００円、２．４％の増となりました。 

 事業の内容ですが、職員３名の人件費がほとんどでございます。 

 以上の結果、歳入歳出差引５７４万１，０００円の黒字となりました。これにつ
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きましては、令和４年度への繰越しとなります。 

 以上で令和３年度訪問看護ステーション特別会計歳入歳出決算の説明を終わらせ

ていただきます。 

 続きまして、認定第６号、令和３年度東庄町介護保険特別会計歳入歳出決算につ

いて内容をご説明申し上げます。 

 決算参考資料の７０ページをお願いいたします。 

 令和３年度は、第８期介護保険事業計画３ヶ年の初年度でありました。年々第１

号被保険者数及び認定者数が増加しておりましたが、令和３年度は若干減少してお

ります。 

 それでは、中段の表、歳入から主なものを申し上げます。 

 １款・保険料は、３億６７６万４，０００円、全体の１９．５％。前年度との比

較では９０７万３，０００円、３．０％の増となりました。 

 ３款・国庫支出金から５款・県支出金につきましては、介護保険法で定められた

保険給付費・地域支援事業費に対するそれぞれの負担金でございます。 

 ３款・国庫支出金は３億４，０７７万１，０００円、４款・支払基金交付金は３

億６，９５１万９，０００円、５款・県支出金は２億４８０万５，０００円でござ

います。 

 合算しますと９億１，５０９万５，０００円、全体の５８．２％を占めており、

前年度との比較では３，７３９万４，０００円の増となっております。 

 ７款・繰入金は２億３，９４３万８，０００円、全体の１５．３％、前年度との

比較では３６３万４，０００円、１．５％の減となりました。 

 内訳は、介護保険法で定められた介護給付費等の町負担分、職員給与費等の繰入

金、低所得者保険料軽減繰入金でございます。 

 ８款・繰越金は１億９２１万７，０００円、全体の７．０％、前年度との比較で

は３，７５１万９，０００円、５２．３％の増となりました。 

 これは、前年度からの繰越金でございます。 

 以上、歳入合計では１５億７，０７３万１，０００円、前年度との比較では８，

０３５万６，０００円の増となりました。 

 続いて、歳出の主なものについて申し上げます。 

 １款・総務費は４，０１８万３，０００円、全体の２．８％、前年度との比較で
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は２８６万円、６．６％の減となりました。 

 主な内容としましては、職員４名分の人件費、システム使用料及び介護認定審査

会などに要した費用でございます。 

 ２款・保険給付費は１３億１，０５６万４，０００円、全体の９１．５％と歳出

の大部分を占めております。 

 前年度との比較では、２，０４５万９，０００円、１．６％の増となりました。 

 主な内容としましては、居宅介護サービス費、施設介護サービス費、介護予防サ

ービス費などの介護保険サービス利用に対する給付費用でございます。 

 なお、下段の表（２）保険給付状況にサービス別の件数、給付金額を記載してご

ざいますので、後ほどご覧いただきたいと存じます。 

 ３款・地域支援事業費は３，５９８万８，０００円、全体の２．５％、前年度と

の比較では２４８万５，０００円、６．５％の減となりました。 

 主な内容は、職員２名分の人件費、一般介護予防事業などに要した費用でござい

ます。 

 ５款・諸支出金は４，６２２万８，０００円、全体の３．２％、前年度との比較

では３，６６９万円の増となりました。 

 増額の主な要因は、前年度の介護給付費などの清算による国庫支出金等の返還金

が増加したことによるものでございます。 

 以上、歳出合計は１４億３，２９６万３，０００円、前年度との比較では５，１

８０万４，０００円、３．８％の増となりました。 

 以上の結果、歳入歳出差引１億３，７７６万８，０００円の黒字となりました。 

 なお、国庫支出金等の清算を令和４年度に行うわけですが、清算後においての余

裕資金は７，８００万円程度になる見込みでございます。 

 続きまして、介護保険給付準備基金の状況について、ご報告いたします。決算書

本冊の３６１ページをお願いいたします。 

 ３、基金、（１）特定目的基金の中ほどの②特別会計の２段目に記載しておりま

す介護保険給付準備基金につきましては、令和３年度末に定期預金運用利子２，０

００円を積み立てており、年度末残高は１億２，０５６万１，０００円となってお

ります。 

 以上で令和３年度介護保険特別会計歳入歳出決算の説明を終わらせていただきま
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す。 

 なお、訪問看護ステーション特別会計歳入歳出決算及び介護保険特別会計歳入歳

出決算の詳細につきましては、予算決算常任委員会でご説明申し上げます。よろし

くお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 まちづくり課長、鈴木秀樹君。 

まちづくり課長（鈴木秀樹君） 

 それでは、認定第７号、令和３年度東庄町水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定について、説明を申し上げます。 

 最初に決算につきまして、恐れ入りますが、決算参考資料の７１ページをお願い

いたします。 

 決算状況（１）公益的収入及び支出でございますが、収益的収入は４億４，５９

１万８，０００円で、前年度との比較では１，６５７万４，０００円の増額となっ

ております。収入のうち営業収益が３億６，０８７万２，０００円で、内訳は、水

道料金であります給水収益が３億５，１４１万１，０００円で、収入全体に占める

割合が７８．８％、それと給水申込金・他会計負担金他が９４６万１，０００円で、

２．１％となっております。 

 営業外収益は８，５０３万６，０００円で、内訳は一般会計からの高料金対策に

対する補助金が４，５００万円で１０．１％、千葉県からの補助金が２，９５４万

４，０００円で６．６％、長期前受金戻入他が１，０４９万２，０００円で２．４％

となっております。 

 次に、収益的支出は３億８，４８０万８，０００円で、前年度との比較では３，

７３３万９，０００円の増額となっております。 

 支出のうち営業費用が３億８，１８８万４，０００円で、内訳は東総広域水道企

業団への受水費が２億２，６５８万５，０００円で、支出全体に占める割合が５８．

９％、減価償却費が５，８２０万円で１５．１％、人件費が２，４３５万４，００

０円で６．３％、動力費・委託料他が７，２７４万５，０００円で１８．９％とな

っております。 

 営業外費用他は企業債の支払い利息等で２９２万４，０００円で０．８％となっ

ております。 
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 次に、（２）資本的収入及び支出ですが、収入は町からの消火栓新規設置にかか

る出資金が４０１万５，０００円でございます。 

 支出は総額２，０６８万２，０００円で、内訳は建設改良費が８５３万５，００

０円、固定資産取得費が４１０万７，０００円、企業債償還金が８０４万円となっ

ております。 

 建設改良費につきましては、配水管布設工事などによるものでございます。 

 収支の不足額１，６６６万７，０００円は、当年度消費税及び地方消費税資本的

収支調整額１１１万６，０００円及び減債積立金８０４万円及び過年度損益勘定留

保資金７５１万１，０００円で補填をしております。 

 次に、経営状況の（１）の決算の推移ですが、平成２９年度から令和３年度まで

の５年間の収益的収支につきまして、下記の表のとおりでございます。令和３年度

の収支では６，１１１万円の純利益となっております。 

 ７２ページをお願いいたします。 

 （２）業務量でございます。令和３年度年度末給水人口は１万１，３４６人で、

前年度と比較しまして１９５人の減、普及率は８５．４％で０．４％の増となって

おります。 

 年度末給水戸数は４，００３戸で１９戸の減、年間給水量は１６９万９，０８９

立米で、９万２６２立米の増、年間有収水量は１５８万９，４６９立米で、５万９，

５０３立米の増となっております。 

 有収率につきましては９３．５％で、前年度との比較では１．６ポイントの減と

なっております。 

 続きまして、剰余金の処理につきまして、決算書本冊の３１４ページをお願いい

たします。 

 令和３年度東庄町水道事業剰余金処分計算書（案）でございます。 

 右の欄をご覧ください。未処分利益剰余金の当年度末残高は６，９１５万２８円

で、これを議会の議決による処分として剰余金や資本金に組み入れるものでござい

ます。 

 まず、建設改良積立金に当年度純利益分の６，１１１万５９４円を積立て、将来

の水道施設更新工事に充てるものでございます。 

 次に、組入資本金に組み入れる額８０３万９，４３４円は、令和３年度企業債償
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還元金分等で、これを資本金に組み入れるものでございます。 

 これらの処分内容について議会の議決をお願いするものでございます。 

 以上で水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について説明を終わります。 

 なお、水道事業会計の決算の詳細につきましては、予算決算常任委員会で改めて

説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 病院事務長、渡辺佳則君。 

病院事務長（渡辺佳則君） 

 認定８号、令和３年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計決算について内容を

ご説明申し上げます。 

 恐れ入りますが、決算参考資料の７４ページをお願いいたします。 

 中段の令和３年度収益的収支の決算状況でございますが、収入総額１０億５，１

５３万２，０００円、支出総額１０億３，６１３万７，０００円で、１，５３９万

５，０００円の純利益となっております。 

 前の７３ページをお願いいたします。 

 病院事業収入についてですが、収益的収支で上段の収入です。 

 最初に円グラフの内側、医業収益で８億４，４０１万７，０００円、収入総額に

対する構成比は８０．３％です。次に医業外収益で２億７５１万５，０００円、構

成比は１９．７％です。 

 円グラフの外側、医業収益の内訳です。入院収益１億７，９３２万２，０００円、

収入総額全体の１７．１％です。外来収益で３億８，４３３万９，０００円、全体

の３６．６％です。室料差額、健康診断などのその他医業収益で１億７７２万６，

０００円、全体の１０．２％です。介護保険事業収益で１億７，２６３万円、全体

の１６．４％です。 

 次に、医業外収益の内訳で、一般会計からの繰入金などの負担金交付金で１億６，

１６９万６，０００円、全体の１５．４％です。長期前受金戻入額などのその他医

業外収益で４，５８１万９，０００円、全体の４．８％です。 

 下段の支出です。 

 最初に円グラフの内側、医業費用で９億８，０７２万７，０００円、支出総額に

対する構成比は９４．７％です。次に医業外費用で５，５４１万円、構成比は５．
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３％です。 

 円グラフの外側、医業費用の内訳です。給与費で４億９，５５２万６，０００円、

支出総額全体の４７．８％です。材料費で２億２，５９３万２，０００円、全体の

２１．８％です。経費で２億１，００１万円、全体の２０．３％です。減価償却費

などのその他で４，９２５万９，０００円、全体の４．８％です。 

 次に、医業外費用の内訳で、仕入れにかかる消費税関係雑支出などの医業外費用

で５，５４１万円、全体の５．３％です。 

 ７４ページをお願いいたします。 

 上段の資本的収支の決算状況でございますが、資本的収入は、企業債元金償還金

等の繰入金などで、出資金３，７３２万２，０００円、マイナンバーカードオンラ

イン資格確認システムにかかる補助金で、補助金１８０万４，０００円。計３，９

１２万６，０００円に対しまして、資本的支出は、上部内視鏡汎用ビデオスコープ

の更新などの建設改良費１，７７１万６，０００円、企業債償還金８，８６８万５，

０００円、計１億６４０万１，０００円で、収支不足額６，７２７万５，０００円

は、当年度分消費税及び地方消費税、資本的収支調整額３６万１，０００円、過年

度分損益勘定留保資金６，６９１万４，０００円で補填をいたしました。 

 下の表をお願いいたします。 

 入院外来患者数は、令和３年度は入院１万８，０４３人、外来、２万４，３０３

人、一日当たり入院では４９．４人、外来は９１．７人となりました。 

 ７５ページをお願いいたします。 

 令和３年度末病院事業債現在高です。元金が４億６，８１２万１，５０４円、利

子は３，３１１万９，５７４円、合計で５億１２４万１，０７８円となっておりま

す。 

 以上で説明を終わりにさせていただきます。なお、決算の詳細につきましては、

予算決算常任委員会で説明をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 本決算について、提出者からの説明が終わりましたので、ここで監査委員の代表

から審査報告の説明を求めます。 

 監査委員、平山茂君。 

監査委員（平山 茂君） 
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 それでは、議案書８１ページをお願いします。ちょっと声が悪いのですけれども、

ご了承ください。 

 令和３年度東庄町一般会計・特別会計歳入歳出決算審査及び基金運用状況審査に

ついて申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき審査に付された令和３年度東庄町一

般会計・特別会計歳入歳出決算及び同法第２４１条第５項の規定に基づき審査に付

された、基金運用状況について審査した結果、次のとおり意見書を提出いたします。 

 これ以降の内容につきましては、皆さん既にお目通しのことと思いますので、所々

端折って説明していきたいと思います。よろしくお願いします。 

 ８２ページをお願いします。 

 まず、一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見書から報告をいたします。 

 まず、審査の対象は、（１）令和３年度東庄町一般会計歳入歳出決算から、（６）

令和３年度東庄町介護保険特別会計歳入歳出決算までの６会計であります。 

 審査の期間は、令和４年７月２６日及び８月５日であります。 

 審査の経過については、お目通しください。 

 次に、審査の結果ですが、審査に付された各会計の歳入歳出決算書は、関係法令

に則り作成され、計数は関係諸帳簿等照合の結果正確であり、予算の執行について

は、概ね所期の目的に沿ってなされており、内容も正当なものと認定をしました。 

 また、財産に関する調書は、財産状況・異動状況についての計数も正確であると

認められました。 

 次に、決算の概要ですが、この内容につきましては、次のページに実質収支の状

況の表を参考に出しておりますので、参考にお願いしたいと思います。 

 令和３年度における一般会計と各特別会計の決算総額単純合計は、翌年度へ繰り

越すべき財源５，１４０万４，０００円を控除すると実質収支額は１３億７，２２

０万１，０００円となり、前年度と比較して５億５，１２１万９，０００円の増と

なっております。 

 次に総括的評価ですが、まず、普通会計・一般会計です。財政力指数ですが、こ

れは皆さんご存じのとおり地方公共団体の財政力を評価するために一般的に用いら

れる指標であります。 

 令和３年度において０．４４２となり、前年度の指数０．４６６から僅かに０．
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０２４ポイント減となっております。 

 減少傾向が見られますが、更に引き続き財政基盤強化の取組に努められたいと思

います。 

 次に、経常収支比率ですが、これは財政構造の弾力性を評価するために用いられ

る指標ですが、計数的には前年度と比較して４．１ポイントの減となっております。

硬直化傾向にあると考えられますが、今後も昨年度と同様、予算執行における継続

的な経費抑制に努め、経常収支比率の改善に努力されたい。 

 次に、財源内訳及び性質別歳出の状況ですが、これはこの項の最後から３行目ほ

ど、今年度も、新型コロナウイルス関連として、ワクチン接種や住民税非課税世帯

等臨時特別給付金などがあり、一時的に国庫補助金が多いが、今後は依存財源であ

る地方交付税及び国県補助金の削減が予想されることから、投資的、あるいは消費

的経費の適正な割合を望みます。 

 次に、町税の滞納及び不納欠損ですが、真ん中辺で、令和３年度は９５．５％と

上昇しており、県下でも平均値の成果を上げております。収税担当を中心に、初期

段階での滞納者へのきめ細やかな納税相談を行い、財産調査や差押えを積極的に執

行するなど、徴収率は９０％台の高いレベルを維持しており、滞納に対する職員の

積極的でかつ高い意識での徴収努力は、評価するものであります。 

 次に、特別会計であります。 

 まず、国民健康保険特別会計ですが、４行目ほど、収入未済額は、昨年に引き続

き減少傾向が続いています。 

 保険給付については、新型コロナウイルス感染症の影響による受診控えは回復傾

向が見られます。徴収率については、年々改善されており、地道で根気強い徴収事

務の成果と思われます。評価したいと思います。 

 次に、後期高齢者医療特別会計ですが、これは中ほどで、保険給付費については、

町民一人当たりの医療費が県下では一番低いが、今後の見通しは不透明であり、引

き続き徴収率の向上に努められたい。 

 次に、食肉センター特別会計ですが、処理頭数も年々増加している中、食肉セン

ター運営は、燃料費等が高騰するなど厳しい財政状況であります。特に施設管理に

関しては、限られた予算の中で優先順位をつけ、将来を見据えて計画的に実行して

いただきたい。 
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 それから、訪問看護ステーション特別会計ですが、これは最後の方、限られた人

員体制で厳しい状況と思われますが、今後も医療機関と連携しながら取り組んでい

ただきたいと思います。 

 次に、介護保険特別会計ですが、介護保険料の徴収率は９８．７％で、依然、高

い水準を保っていることを評価したい。最後の方、３行目ですが、令和３年度にお

いては、第８期介護保険事業計画の１年目になり、基本理念に基づき、地方包括ケ

アシステムの更なる推進、地域共生社会の実現に向けて取り組んでいただきたい。

高齢者の生活を支える核となる介護保険制度の円滑な運営と強化を図られるよう要

望いたします。 

 次に、歳計現金及び基金ですが、過去５年間の推移は、この下に表記しておりま

す。 

 項目、下から５行目ほどから、一連の事業が終了した近年は、着実に積立が出来

ており、経費の削減と効率的な行政運営により、余剰を蓄えた成果として評価した

いと思います。 

 しかしながら、老朽化が進む公共施設設備はもとより、相次ぐ自然災害と緊急的

災害など不測の事態に備えるためにも、今後も余剰等を蓄え積み上げていくことが

必須であると考えます。 

 それから、公共施設整備基金、ここでは特に、８７ページをお願いします。 

 下から９行目ほどですが、少子高齢化社会に向け、保健・医療・福祉施策に要す

る経費の増加は今後も益々避けられない状況にあると考えます。事務事業の更なる

効率化の検討はもとより、歳入の増収・歳出の縮減に取り組み、町民の視点に立っ

た町政運営となることを強く望むものであります。 

 また、町有地については、維持費と利用方法を十分に検討し、有効・効率を考え、

今後取り組んでいただきたい。 

 また、町の基本計画を踏まえ、今のうちに長期的な将来を見据えた計画を立てて、

限られた財源を町民のために有効的に活用出来るよう取り組むべきであります。 

 続きまして、令和３年度東庄町水道事業会計及び東庄町国民健康保険東庄病院事

業会計決算について意見を申し上げます。 

 ８９ページをお願いします。 

 審査の結果、（１）令和３年度東庄町水道事業会計決算、（２）令和３年度東庄
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町国民健康保険東庄病院事業会計決算、この２会計であります。 

 審査の期間は、令和４年７月２６日。 

 審査の経過はお目通しを願います。 

 それから次、審査の結果ですが、審査に付された各会計の決算書は、関係法令に

則り作成され、計数は関係諸帳簿等照合の結果正確であり、予算の執行については、

概ね所期の目的に沿っており、内容も正確なものと認定をいたしました。 

 決算の概要ですが、決算の内容につきましては先程説明されていた内容の数字と

同じものとなりますが、この（１）（２）については、お目通しをお願いしたいと

思います。 

 それでは、９０ページをお願いします。 

 ９０ページの中ほどの総括的意見を申し上げます。 

 まず、東庄町水道事業会計ですが、ちょうど中ほど、経営状況については、近年、

事業収益全体では、多少の変動はあるものの、収益の基軸である給水収益が多少増

加しており、事業費用も定常的に推移しているため、黒字決算を維持しております。 

 ９１ページをお願いします。 

 下から６行目ほどですが、このような状況下、町民から理解が得られるよう、引

き続き、老朽化設備等を適切に管理し、事業運営に努められたい。 

 そのためには、再度、重要度・路線等を考慮した優先順位をつけ、中長期的経営

計画を立てて、確実に実施して、更なる経営基盤の強化を築いていくよう要望しま

す。 

 次に、東庄町国民健康保険東庄病院事業会計ですが、ここでは特に、行の中ほど

から、令和３年度には、非常用の放送設備及び照明器具更新工事、上部内視鏡ビデ

オスコープの購入を行いました。今後も高度医療の要求や患者の利便性向上のため、

更なる設備の充実を図られたい。 

 なお、施設全体の修繕については、メンテナンス計画を効率よく行っていただき

たい。 

 また、昨年に続いて、新型コロナウイルス感染症による患者数の減少が病院経営

を圧迫し、多大な影響を及ぼしていることは、憂慮すべきであります。しばらくは

厳しい状況が続くと思われます。しかしながら、そのような状況下であっても、職

員の献身的な努力により、患者サービスの低下が見受けられないことは、大いに評
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価するものであります。 

 今後とも旭中央病院との連携を軸に、地域における中核医療・療養施設としての

役割を果たすべく、医師等の確保に万全を期すと共に、地域住民に対して安全で安

心な医療が、長期的視野で提供されることを望むものであります。 

 以上であります。 

議長（宮澤 健君） 

 説明が終わりました。 

 ただいま議題となっております認定第１号から認定第８号までについて、会議規

則第３８条第１項の規定により、お手元の付託表のとおり所管の常任委員会に審査

の付託をしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、認定第１号から認定第８号までについては、所管の常任委員会に付託の

上、審査することに決定しました。  

 日程第１８、休会の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 委員会審査等のため、９月８日から１３日までの６日間を休会としたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、９月８日から１３日までの６日間を休会とすることに決定しました。 

 なお、９月５日付で城之内議員より監査委員の退職願が提出されましたので、１

２日の委員会終了後、全員協議会を開催して、監査委員候補者の選出を行う予定で

す。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 ９月１４日の会議は、議事の都合により午後２時３０分に繰り下げて開くことに
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します。 

 本日はこれで散会します。ご苦労さまでした。 

（午後 ２時５７分 散会） 


